
１．緒　言
近年，3-D 技術を活用したアパレル設計システムが開

発され運用されるようになってきている．3-D ボディー
スキャナーによる 3-D 人体計測も容易にでき，計測後の
データの活用範囲も広い．

3-D 機能を持つアパレル CAD システムは教育機関に
も広がりつつあり，再現性は以前より高まっていると考
えられた．これらの 3-D 技術を複合的に使用することに
よって，個人の体型に合わせた衣服を作成することが容
易にできると考えられた．

本研究では特異体型の人の原型パターンを 3-D 人体計
測より得られた計測値を基に作成した平面作図法による
ものと，3D-CAD の密着衣により作成したものの 2 種を，
着装シミュレーションを行うことによって比較・考察す
ることを目的とした．

被験者として青年女子 2 名と高齢女性 6 名の 3-D 人体

計測を行い，計測した体型データより画面上に個人のマ
ネキンを作成した．このマネキンから密着衣を抽出し，
さらに，抽出した密着衣にゆとり量を加え胴部原型とス
カートの原型を作成したものと一般的な作図方法によっ
て作成した胴部原型とスカート原型を個人のマネキンに
着装させ着装シミュレーションによる評価を行い２種の
手法を比較・考察した．

２．方　法
体型に特徴が見られた青年女子の体型と高齢女性の体

型を抽出した．
（1）被験者　　60 歳代から 70 歳代女性 ６人
　　　　　　　東京家政大学学生 ２人

（2）実験の流れ　
密着衣作成から原型作成までの流れを下記の 1）～ 3）

に示す 2）．
１）3 次元計測システム（ボディラインスキャナー　浜
松フォトニクス（株））により計測を行い個人のボディ
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要約
　近年，3 次元技術を活用した様々なアパレル設計システムが開発された．それに伴い，人体のサイズ計測が容易にで
きるようになり，その計測データが幅広く活用されている．我々はこれらの 3-D CAD を複合的に使用することによって，
個人の体型に合った衣服を容易に作成できるのではないかと考えた．本研究では，特異体型の人を対象に一般的な作図
方法で作成した原型と 3-D CAD より作成した原型の着装シミュレーションを比較し考察した．

Abstract

　Recently,various apparel design systems which utilize a 3-D technique have been developed; therefore morphometry has 
become easier, and this measurement data is used widely. We thought that we might make clothes which fit a personal figure 
easily if we used the 3-D CAD compositely. In this study, we compared the simulation of the wearing of the prototype that 
we made using 3-D CAD with the prototype that we made by a general drafting method and,examined it for the people of a 
specific body type.

キーワード：3 次元計測システム ,LookStailorX,i-Designer , 原型 , 特異体型
Keyword：Body line scanner, LookStailorX , i-Designer, prototype, specific body type

服飾美術学科 服飾造形第２研究室

〔東京家政大学研究紀要〕第 59 集 ⑵ , 2019,  pp.33 ～ 38

1

Abstract
To design a new cooking method to create diets for the elderly, we prepared bread gruel using the espuma method. 1) 

No changes in the foam state and texture of the gruel were observed 30 minutes after extraction; therefore, the foam in all 
of the prepared foamed pan porridge remained stable. Surmising it took the elderly ~30 min to eat, no changes in the state 
of the foam were observed. 2) The texture of all samples suits the textual parameters of national criteria for the elderly 
with difficulties swallowing. 3) The amount of bread gruel made using the espuma method and consumed is about 40g/100 
kcal. The gruel is easy to swallow and provides high energy. 4) The gruel used soymilk, which is softer than dairy milk. 
However, the use of dairy cream is necessary to retain the hardness and shape of the foam. We confirmed that the texture 
of the prepared bread gruel is within the range of standard III of the food for adults by the Consumer Agency and that the 
espuma diet can be used in meals for the elderly in Japan. In the future, we will consider how to prepare these meals for the 
elderly.

駒込　乃莉子・山本　菜美・和田　涼子・峯木　眞知子

6 （33）



 　

図 6　バストダーツ分散パターン

写真 2　図 6の着装シミュレーション

図 7 は，密着衣にゆとり分量を加えてパネルラインに
バストダーツを集約させ原型を作成したものであるが，
シミュレーションによる着装状態は良好であった．写真
3 に示す．

これらの手法は，立体衣服とパターンの対応が容易に
でき，繰り返し着装シミュレーションを行うことができ
るので容易に胴部原型を完成することができた．

図 7　胴部原型　

写真 3　図 7の着装シミュレーション

3.1.2　平面作図法による胴部原型作成
バスト寸法とアンダーバスト寸法の差が大きいため，

アンダーバスト寸法を基準に平面作図を行った．バスト
寸法とアンダーバスト寸法の差は，前中心で処理を行っ
た．

図 8 は，ウエスト脇において 2cm 絞り，ウエストダー

ツを前身頃で 5cm，後ろ身頃で 2.5cm 絞ったものである．
バストのゆとり量は 0.1％，ウエストのゆとり量は 0.2％
で，ゆとりのほとんどない原型であるため，衣服原型と
する際はゆとり量を考える必要がある．図 9，10 は切替
線の中でダーツを処理したものである．それぞれの着装
シミュレーションを写真 4，5，6 に示すがバストライン
が水平ではなく満足の得られる結果ではなかった．肩傾
斜等の修正が必要であるとも考えられるが，画面上での
修正となると困難である．実際に着用させ試着により修
正・補正を行うことが必要であると考えられた．

 

図 8　平面作図法により作成した胴部原型　1

写真 4　図 8の着装シミュレーション

図 9　平面作図法により作成した胴部原型　2

写真 5　図 9の着装シミュレーション
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写真 図 の着装シミュレーション
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データ（マネキン）を画面上に作成した．
２）個人のボディデータから，人体の皮膚の代わりとな
る密着衣パターンを作成した .（LookStailorX　（株）デ
ジタルファッションによる）

　 マネキン⇨ガーメント⇨パターン（密着衣）

図 1　実験の流れ

３）被験者の計測データをもとに密着衣にゆとり量を加
え個々の原型を作成した .（アパレル CAD　東レ（株）
による）

図 2　原型作成

４）密着衣から作成した原型と一般的な作図方法で作成
した原型を個々のボディデータに着装させ ,『着装シミュ
レーション』機能による評価をおこなった .（3Dfitvew,　
テクノア株）による）

３．結果と考察
3.1　青年女子の胴部原型の検討

バストが前方に大きく突出した体型の青年女子・被験
者 A の胴部原型の検討結果を示す．身体各部のサイズ
を表 1 に，角度による体型サイズを表 2 に示す．角度に
よる各部の計測箇所と計測方法を図 3 に示す 2）．
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図 3　角度による各部計測箇所と計測方法 2）

3.1.1　密着衣による胴部原型作成
体型の断面重合図を図 4 に示す．

 

図 4　重合図
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た写真である．身体にフィットした美しいシルエットと
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組み立て着装した写真であるが，無理なく着装すること
ができた．これらの手法は，ブラジャーを製作する際の
パターン作成に有効に活用できると考えられたので，試
作品を製作した．3.2 において結果を示す．
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の胴部原型の検討結果を示す．身体各部のサイズを表 に，

角度による体型サイズを表 に示す．角度による各部の計測

箇所と計測方法を図 に示す ）．

表 身体各部のサイズ 表 角度による体型サイズ

項　目 被験者A 被験者B 項　目 被験者A 被験者B
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バスト 左肩傾斜角度

アンダーバスト 胸部上面角度

ウエスト 頸部角度

頸つけ根囲 背部下面角度

背丈 単位　°

後ろ丈

前丈

乳頭下がり

乳頭間隔

背幅

胸幅

単位　㎝

図 角度による各部計測箇所と計測方法 ）

密着衣による胴部原型作成

体型の断面重合図を図 に示す．

図 重合図

図 はマネキンより抽出した密着衣パターンであり，写真

は図 のパターンをシーチングで組み立て着装した写真で

ある．身体にフィットした美しいシルエットとなった．

 
図 密着衣パターン

 
 

 
写真 図 の着装シミュレーション

図 は密着衣パターンのバストダーツを分散させたパター

ンであり，写真 は図 のパターンをシーチングで組み立て

着装した写真であるが，無理なく着装することができた．こ

れらの手法は，ブラジャーを製作する際のパターン作成に有

効に活用できると考えられたので，試作品を製作した．

において結果を示す．
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図 6　バストダーツ分散パターン

写真 2　図 6の着装シミュレーション

図 7 は，密着衣にゆとり分量を加えてパネルラインに
バストダーツを集約させ原型を作成したものであるが，
シミュレーションによる着装状態は良好であった．写真
3 に示す．

これらの手法は，立体衣服とパターンの対応が容易に
でき，繰り返し着装シミュレーションを行うことができ
るので容易に胴部原型を完成することができた．

図 7　胴部原型　

写真 3　図 7の着装シミュレーション

3.1.2　平面作図法による胴部原型作成
バスト寸法とアンダーバスト寸法の差が大きいため，

アンダーバスト寸法を基準に平面作図を行った．バスト
寸法とアンダーバスト寸法の差は，前中心で処理を行っ
た．

図 8 は，ウエスト脇において 2cm 絞り，ウエストダー

ツを前身頃で 5cm，後ろ身頃で 2.5cm 絞ったものである．
バストのゆとり量は 0.1％，ウエストのゆとり量は 0.2％
で，ゆとりのほとんどない原型であるため，衣服原型と
する際はゆとり量を考える必要がある．図 9，10 は切替
線の中でダーツを処理したものである．それぞれの着装
シミュレーションを写真 4，5，6 に示すがバストライン
が水平ではなく満足の得られる結果ではなかった．肩傾
斜等の修正が必要であるとも考えられるが，画面上での
修正となると困難である．実際に着用させ試着により修
正・補正を行うことが必要であると考えられた．

 

図 8　平面作図法により作成した胴部原型　1

写真 4　図 8の着装シミュレーション

図 9　平面作図法により作成した胴部原型　2

写真 5　図 9の着装シミュレーション
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図 平面作図法により作成した胴部原型

写真 図 の着装シミュレーション
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３次元 CAD による特異体型のパターン化の考察
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データ（マネキン）を画面上に作成した．
２）個人のボディデータから，人体の皮膚の代わりとな
る密着衣パターンを作成した .（LookStailorX　（株）デ
ジタルファッションによる）

　 マネキン⇨ガーメント⇨パターン（密着衣）

図 1　実験の流れ

３）被験者の計測データをもとに密着衣にゆとり量を加
え個々の原型を作成した .（アパレル CAD　東レ（株）
による）

図 2　原型作成

４）密着衣から作成した原型と一般的な作図方法で作成
した原型を個々のボディデータに着装させ ,『着装シミュ
レーション』機能による評価をおこなった .（3Dfitvew,　
テクノア株）による）

３．結果と考察
3.1　青年女子の胴部原型の検討

バストが前方に大きく突出した体型の青年女子・被験
者 A の胴部原型の検討結果を示す．身体各部のサイズ
を表 1 に，角度による体型サイズを表 2 に示す．角度に
よる各部の計測箇所と計測方法を図 3 に示す 2）．

表 1　身体各部のサイズ　　表 2　角度による体型サイズ

図 3　角度による各部計測箇所と計測方法 2）

3.1.1　密着衣による胴部原型作成
体型の断面重合図を図 4 に示す．

 

図 4　重合図

図 5 はマネキンより抽出した密着衣パターンであり，
写真 1 は図 5 のパターンをシーチングで組み立て着装し
た写真である．身体にフィットした美しいシルエットと
なった．

図 5　密着衣パターン

写真 1　図 5 の着装シミュレーション

図 6 は密着衣パターンのバストダーツを分散させたパ
ターンであり，写真 2 は図 6 のパターンをシーチングで
組み立て着装した写真であるが，無理なく着装すること
ができた．これらの手法は，ブラジャーを製作する際の
パターン作成に有効に活用できると考えられたので，試
作品を製作した．3.2 において結果を示す．
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写真 図 の着装シミュレーション

図 は密着衣パターンのバストダーツを分散させたパター

ンであり，写真 は図 のパターンをシーチングで組み立て

着装した写真であるが，無理なく着装することができた．こ
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表 5　背部下面角度と後腰部角度による体型の特長 1）

（1）被験者 aのスカート原型の検討
体型の特徴は背部下面角度が 4°後腰部角度が 8°で，
平背・平腰体型である．体型の断面重合図を図15に示す．

図 15　重合図

身体寸法から平面作図法により作成したスカート原型
を図 16 に示す．着装シミュレーションを行った結果，
平背・平腰体型ではあるが，腹部角度が小さいため脇線
が後方へ流れている．写真 8に示す．
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図 10　平面作図法により作成した胴部原型　3

写真 6　図 10 の着装シミュレーション

3.2　密着衣よリ製作したブラジャー
青年女子・被験者 B も同様に 3-D 着装シミュレーショ

ンを行った．さらに，密着衣パターンより製作したブラ
ジャーを写真 7 に示す． 

体型の断面重合図を図 11 に示す．
密着衣パターンのダーツを分散しブラジャーのパター

ンを作成した．このパターンからブラジャーを製作した
が，密着衣パターンはブラジャー製作にも有用なパター
ンになると考えられた．

図 11　重合図

図 12　密着衣パターン　図 13　バストダーツ分散パターン

 　　　　  
図 14　ブラジャーパターン

写真 7　製作したブラジャー

3.3　高齢女性のスカート原型の検討
60 ～ 70 代女性 6 名の被験者より特に特徴として肥満

体型と思われる 2 名についての検討結果を示す . 身体各
部のサイズを表 3 に，角度による体型サイズを表 4 に示
す．

また，背部下面角度と後腰部角度から体型の特徴を示
した．表 5 による 1）．

表 3　身体各部のサイズ

表 4　角度による体型サイズ
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表 5　背部下面角度と後腰部角度による体型の特長 1）

（1）被験者 aのスカート原型の検討
体型の特徴は背部下面角度が 4°後腰部角度が 8°で，
平背・平腰体型である．体型の断面重合図を図15に示す．

図 15　重合図

身体寸法から平面作図法により作成したスカート原型
を図 16 に示す．着装シミュレーションを行った結果，
平背・平腰体型ではあるが，腹部角度が小さいため脇線
が後方へ流れている．写真 8に示す．

図 16　平面作図法によるスカート原型

写真 8　図 16 のスカート原型着装シミュレーション

図 17 は，マネキンより抽出した密着衣パターンであ
る．図 18 は密着衣パターンを基に，身体の傾きに合わ
せて作図したスカート原型である．シミュレーションに
よる着装状態は良好であった．写真 9に示す．

図 17　被験者 aの密着衣パターン

図 18　密着衣パターンより作図したスカート原型

写真 9　図 18 のスカート原型着装シミュレーション

（2）被験者 bのスカート原型の検討
体型の特徴は背部下面角度が 11°後腰部角度が 10°
で，平腰体型である．体型の断面重合図は図 19 に示す．

図 19　重合図

身体寸法から平面作図法により作成したスカート原型
を図 20 に示した．着装シミュレーションでは，後ヒッ
プに引っ張られスカート全体が大きく前傾した．写真 10
に示す．
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背　部　下　面　角　度
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正常腰
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腰　凸
21～29°

後
腰
部
角
度
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写真 図 のスカート原型着装シミュレーション
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っ張られスカート全体が大きく前傾した．写真 に示す．
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１．はじめに
急性期看護は，急性疾患や外傷，手術などの治療によっ

て急激な健康状態の変化が起こっている患者の看護であ
り，緻密な観察，急激に起こりうる変化の予測，さらに
それをふまえた適切な対処や正確な医療処置の実施，心

理的な安定を促す看護が要求される．
A 大学看護学科の 3 年次に行われる臨地実習の周手術

期実習で学生が受け持つ患者の多くは，全身麻酔をうけ
る周手術期の患者である．学生は，2 年次で講義や演習
等で周手術期看護を学習していたものの，手術を境に身
体的，心理的状態が一変した患者の状態の変化は，学生
の想像を超えており，どのように対応すれば良いか戸惑
うことも多い．臨地実習は実際の患者に接し，身体と生

手術後患者シミュレーションスーツの開発と
演習教材としての活用の検討
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Development and evaluation of simulated postoperative suits for
educational use with nursing students
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要約
　教員が手作りで手術後患者シミュレーションスーツ（以後，スーツ）を作成し，演習教材として適切かを検討した．
看護学科 2 年生 72 名に対し，作成したスーツで術後観察・早期離床の演習を行った．自由記載のアンケート調査を行い，

「手術を受けた患者の体験」「手術を受けた患者を援助する体験」を通し，手術後の患者の状態をどのようにイメージし
たのか，イメージから何を学んだのかについて質的帰納的に分析した．患者役体験により＜自分の身体をも動かしづら
い感覚＞等の 5 つのカテゴリーが，看護師役体験により＜挿入物だけでなく，患者の状態にも目を向ける＞等の 6 つの
カテゴリーが見出された．スーツは，費用対効果の面からも有効であり，術後患者の身体の視覚的イメージが得られた
ため，今後は臨地実習での看護に活かせる学習の積み重ねが必要となる．

Abstract

Purpose: To develop handmade simulated postoperative suits and evaluate their usability for nursing students.
Methods: Seventy-two students responded to a free descriptive-type questionnaire after using the suits. We analyzed the 
data using a qualitative inductive method.
Results: The data was classified into five categories associated with the experience of a patient: “the sense of difficulty 
related to post-operation body movement.” In the nurse experience part, six categories indicated that nursing students were 
“looking on the patient’s condition not only the insert”. 
Discussion: We found that the handmade suit provides a useful way for nursing students to visualize the experiences of 
postoperative patients and is also a cost-effective tool. The result suggested that the students need to accumulate experience 
with the suit to be able to utilize this information in clinical practice.

キーワード：教材開発，看護学生，術後観察，シミュレーション
Key words：developing teaching materials , nursing student, observation of postoperative patients, simulation
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図 20　平面作図法によるスカート原型

写真 10　図 20 のスカート原型着装シミュレーション

図 21 は，マネキンより抽出した密着衣パターンであ
る．図 22 は，密着衣パターンを基に，身体の傾きに合
わせて作図したスカート原型である．シミュレーション
による着装状態は無理が無く自然に着装されており良好
であった．写真 11 に示す．

 
図 21　被験者 bの密着衣パターン

 
図 22　密着衣パターンより作図したスカート原型

写真 11　図 22 スカート原型着装シミュレーション

４．まとめ
3-D 人体計測データをもとに画面上に作成したマネキ

ンから抽出した密着衣パターンには，体型の特徴が含ま
れており，着装状態の良好なパターン作成が容易にでき，
それぞれの被験者にあった基本原型を作成することがで
きた．

また，密着衣パターンはブラジャー製作にも有用なパ
ターンになると考えられた．

身体寸法による平面作図法においては , 身体に合う良
好なパターンを作成するまでに複数の種類の方法を試す
必要があった．原型作成までに時間と労力がかかること
が分かった．3DfitVew による着装シミュレーションは，
効率的にパターンを修正することができ，評価を行う上
で大変有用であった．特異体型に対応可能なパターン作
成を行うことができた．

本報の手法は，既製服が体型に合わないと感じている
人にとって，快適な衣生活が提案できると考えられた．
今後は，着装シミュレーションを行ったパターンを実際
に着用した状態での評価を行いたいと考えている .
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